
学年
学科
単位数

学習のための基本的スキル ○ 読解力
情報発信力◎

◎
◎ 探究心 対話する力◎

視野の拡大◎論理的思考力

学期 学習内容

学
年
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査

考査

2
学
期

Stage 1

・グループごとに、自身の研究テーマについてプレゼンテーションを行う。また、ほかのグ
ループのプレゼンテーションについて、ルーブリックを用いて、相互評価を行う。
・研究内容についてのアブストラクト（要旨）を英語でまとめ、論文を書く際の手法や形式
を学ぶ。

3
学
期

１
学
期
中
間
考
査
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科
目
名 1 35

年間時数
（予定）

1
自然科学科

外国語

備
考

Stage４ 地球市⺠性
（SDGs17の目標）

〜〜〜10% 30% 40%20%70%50%
Stage 2

人間力に係る資質・能力
評
価
の
割
合

学校として育成したい資質能力パフォーマンス課題は、発表(スピーチ・プレゼンテーション)を含む

・比較的簡単な自然科学分野に関する実験を見て、グループごとに結果を予測し、その現象
の理由、原理について考察し、英語を用いてレポートにまとめる。

・自然科学分野に関する実験を取り上げ、その現象と結果について英語でまとめ、グループ
ごとにプレゼンテーションを行う。
・グループ間での英語での質疑応答を行う。

・探究活動において決定した研究テーマについて、グループごとに活動を深め、スライド、
またはポスターを作成し、プレゼンテーションを行う。（中間発表）

②①

1
学
期

・聞く人にインパクトを与える話し方、声の調子、体の動きなどについて考え、簡単なス
ピーチ形式で実践する。

アブストラクト
パフォーマンス課題

レポート
パフォーマンス課題

レポート
パフォーマンス課題

１
学
期
期
末
考
査

２
学
期
期
末
考
査

科学英語プレゼンテーション

評価規準評価の観点

自然科学分野における基本的な単語や表現の知識を身に付け、その知識を用い
て英語で自然科学分野の現象について考えをまとめ、プレゼンテーションを行
うことができる。

知識
・

技能
①

評価

使用教材

評
価
方
法

日本人英語教員と外国人指導助手とのティームティーチング実施し、生徒の論理的思
考力を養うとともに、４技能（「聞く」「読む」「話す」「書く」）を有機的に関連
させながら英語を活用することで、英語の運用能力やコミュニケーション能力を伸⻑
させ、自然科学分野についての話題を英語で表現し、プレゼンテーション能力を養
う。

学習目標

自ら設定した自然科学分野の課題について情報を分析し、英語で表現すること
ができる。また、自己の意見を順序立てて説明し、他者からの問いに答えるこ
とができる。

思考
・

判断
・

表現

②

自ら設定した課題の探究活動に他者と協力して取り組み、自然科学分野につい
ての話題を英語でまとめ、表現しようとすることができる。

主体的に
学習に

取り組む
態度

③

③


